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新型コロナウイルス感染拡大防止のための広島県の対処方針 

令和２年５月 15日制定（令和４年●月●日一部改正） 

新型コロナウイルス感染症広島県対策本部 

 令和２年５月 15日制定の「新型コロナウイルス感染拡大防止のための広島県の対処方針」を

次のとおり見直し，これに基づき，引き続き，感染の予防及び感染の拡大防止を図る。 

１ 基本的事項 

⑴ 新型コロナウイルス感染症の発生状況 

○ 本県では，令和２年３月７日に最初の感染者が確認されて以降，感染拡大と縮小が繰り

返し発生し，令和４年 12月１日までに，合計 540,023人の感染者，880人の死亡者が確認

されている。 

○ 感染拡大の波は，回を重ねるごとに大きくなっており，今夏の第７波では，オミクロン

株 BA.５系統の流行により，８月 19日には新規感染者数が８千人を超えるなど爆発的な感

染増加となった。第７波がピークアウトした８月下旬以降，新規感染者数や入院者数の減

少が続いていたが，10月下旬頃から再び増加傾向に転じている。 

○ 今秋以降の新型コロナの感染拡大においては，これまでの感染拡大を大幅に超える感染

者数が生じることもあり得るとされており，また，季節性インフルエンザとの同時流行が

懸念されている。 

 

⑵ 本県の取組の状況 

○ これまでの感染拡大に対し，第１波から第６波まで，より早い段階で強い対策を実施す

る「早期集中対策」，「まん延防止等重点措置」，「緊急事態措置」の実施など機動的な対策

を講じることにより，感染の拡大を抑えて医療提供体制のひっ迫を防ぎ，感染状況の改善

を図ってきた。 

感染拡大の波 
（ピーク時期 ※） 

主な対策 

第１波 

（令和２年４月） 

 令和２年４月 18日から５月 15日まで全県を対象に緊急事態措置を行

った。 

（主な要請）施設の休業，食事提供施設の営業時間短縮，外出自粛等 

第２波 

（令和２年７月） 

 緊急事態措置等による強い対策は行わなかったが，令和２年７月 21日

に「感染拡大に対する警戒強化宣言（広島積極ガード宣言）」を出し，県

民，事業者，行政が連携して，第２波を抑える方針を示した。 

第３波 

（令和２年 12月） 

 令和２年 12 月 12 日から翌年２月 21 日まで広島市を対象に，令和２

年 12月 25日から翌年２月 21日まで廿日市市，府中町，海田町及び坂町

を対象に，令和３年１月 18日から２月 21日まで広島市，廿日市市，府

中町，海田町及び坂町を除く市町を対象に集中対策を実施した。 

（主な要請）接触機会の低減，飲食店・施設等の営業時間短縮，イベン

ト等の開催制限等 
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感染拡大の波 
（ピーク時期 ※） 

主な対策 

第４波 
（令和３年５月） 

 令和３年５月８日から７月 11日まで全県を対象に集中対策を実施し，
うち５月 16日から６月 20日まで全県を対象に緊急事態措置を行った。 

（主な要請）外出の削減，他地域への移動の自粛，飲食店・大規模施設
等の営業時間の短縮，イベント等の開催制限等 

第５波 
（令和３年８月） 

 令和３年７月 31 日から 10 月 14 日まで全県を対象に集中対策を実施
し，うち８月 20日から８月 26日まで広島市，呉市，竹原市，三原市，
尾道市，福山市，府中市，東広島市，廿日市市，府中町，海田町及び坂
町を対象にまん延防止等重点措置を，８月 27日から９月 30日まで全県
を対象に緊急事態措置を行った。 

（主な要請）外出の削減，他地域への移動の自粛，飲食店・大規模施設
等の営業時間の短縮，イベント等の開催制限等 

第６波 
（令和４年１月） 

 令和４年１月７日から３月６日まで全県を対象に集中対策を実施し，
うち１月９日から３月６日まで広島市，呉市，竹原市，三原市，尾道市，
福山市，大竹市，東広島市，廿日市市，江田島市，府中町，海田町及び
坂町を対象に，１月 13日から３月６日まで府中市，三次市，庄原市，安
芸高田市，熊野町，安芸太田町，北広島町，大崎上島町，世羅町及び神
石高原町を対象にまん延防止等重点措置を行った。 

（主な要請）外出の削減，他地域への移動の自粛，飲食店・大規模施設
等の営業時間の短縮，イベント等の開催制限等 

※）ピークの時期は，おおよその目安である。 

○ 一方，第７波に対しては，新たな行動制限を行わず，社会経済活動をできる限り維持す

るという国の方針を踏まえ，本県においても行動制限などの強い対策は行わず，８月 12日

に「医療非常事態警報」を発令するとともに，８月 24日からは最大確保病床である緊急フ

ェーズⅡまで病床を拡大し，医療で受け止める対策により乗り切った。 

 

２ 今後の対処に関する方針 

（基本方針） 

○ 新型コロナへの対応について，国は，今秋以降の感染拡大が，今夏のオミクロン株と同

程度の感染力・病原性の変異株によるものであれば，新たな行動制限は行わず，社会経済

活動を維持しながら，高齢者等を守ることに重点を置いて感染拡大防止措置を講じるとと

もに，季節性インフルエンザとの同時流行も想定した外来等の保健医療体制を準備するこ

とを基本的な考え方としている。 

○ 本県においては，こうした国の考え方を踏まえ，感染の拡大をできるだけ抑え，医療で

受け止めながら，社会経済活動を維持することを基本方針とする。 

（県の取組） 

○ 県は，上記の基本方針を踏まえ，次のとおり取り組む。 

ア 感染状況や変異株等に関する状況，医療提供体制等の情報を県民に正確，迅速に提供

するとともに感染の拡大をできるだけ抑えるため，県民や事業者等に必要な協力要請や

呼びかけを行う。 
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イ ホームページに，診療・検査医療機関を公表する仕組みを整えるとともに，県民へ積

極ガードダイヤル等の相談窓口の分かりやすい周知を図る。 

ウ 病床の確保及び入院病床フェーズの適切な運用により必要な入院医療提供体制を維

持するとともに，新型コロナ患者を診療する医療機関の裾野の拡大を図る。 

エ 高齢者施設等への往診体制を維持するとともに，高齢者施設等従事者に対する頻回検

査の実施を推進する。また，高齢者施設等でクラスターが発生した場合には，「医療福祉

クラスター対応班」による施設への早期介入と感染管理指導を行う。 

オ 全ての患者情報を把握し，携帯電話等の SMS（ショート・メッセージ・サービス）を

活用した情報提供や自宅療養セットの配送等により自宅療養者を支援する。 

カ 季節性インフルエンザとの同時流行等に備え，県民に抗原定性検査キットや解熱鎮痛

薬等の備蓄を呼びかけるとともに，発熱外来がひっ迫するおそれがある場合は，ひっ迫

を回避するための更なる対策を講ずる。 

キ 重症化を予防し，医療のひっ迫を防ぐ有効な手段であるワクチン接種について，更な

る接種率の向上に向けて，接種促進を図る。 

ク 感染の拡大が認められる場合には，国と密接に連携しながら，別紙１「オミクロン株

対応の新レベル分類と対策」により，速やかに効果的な感染対策等を講じる。 

 

３ 県民，事業者，行政が連携して取り組む重要事項 

 外出の自粛や休業の要請などの行動制限は，感染拡大防止の効果は非常に大きいが，一方

で，社会的・経済的に大きな副作用を伴う。このため，行動制限を行う事態になる前に，県

民，事業者，行政が，まさに一丸となって，感染拡大を抑えることが重要である。 

⑴ 「新型コロナウイルス感染症対策取組宣言店」等の推進 

○ 県民が安心して店舗を利用できるように，店舗において自主的に実施している感染症対

策を分かりやすく伝える「新型コロナウイルス感染症対策取組宣言店」の増加を図るとと

もに，飲食店にあっては県が認証する「広島積極ガード店ゴールド」の普及を促進する。 

○ 行政は，関係団体と連携し，事業者に対して，感染防止のための業種別ガイドラインな

どの周知，「新型コロナウイルス感染症対策取組宣言店」及び「広島積極ガード店」の普及，

飲食店における効果的な換気等の感染対策を進めるとともに，飲食店を訪問し，感染症対

策の取組状況を確認する。 

○ 「広島積極ガード店」は県内飲食店の８割以上が登録しているため，これを基盤に，今

後は，第三者認証制度の普及と認証取得店（広島積極ガード店ゴールド）の拡大を進める。 

○ 事業者は，業種別ガイドラインの遵守など，各店舗の実情に合った適切な感染防止対策

を講じるとともに，「新型コロナウイルス感染症対策取組宣言店」として宣言するほか，適

宜，ガイドラインの見直しを行う。 

○ 「広島積極ガード店」に登録している飲食店は，より感染防止対策が徹底できる「広島

積極ガード店ゴールド」の取得に努める。 
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○ 県民は，上記の取組を行っている店舗を積極的に利用する。 

 

⑵ 一人ひとりの感染対策と高齢者等重症化リスクの高い方を守る行動 

○ 感染拡大を防止するためには，県民一人ひとりが，しっかりと基本的な感染対策に取り

組むとともに，高齢者や基礎疾患のある方等の重症化リスクの高い方を守る行動をとる必

要がある。 

○ 日頃から健康の保持，増進に気を付け，発熱等の症状がある場合は，軽症であっても出

勤や登校，登園を含め，外出，移動を控える。 

○ 感染の疑いや不安がある場合は，速やかに検査を受け，陽性であれば症状に応じて自宅

等で療養するとともに療養期間を守り，外出を自粛する。 

○ 帰省等で高齢者や基礎疾患のある方と会う際は，事前の検査を行う。 

○ 事業者は，職場，店舗等における業種別ガイドラインを実践し，感染対策に取り組むと

ともに，発熱等の症状のある従業員の出勤を控えることを徹底する。 

○ 高齢者施設等では，従業員の頻回検査などにより，感染を持ち込まない取組を行うとと

もに，クラスター発生に備え，平時から準備（医療支援の体制確保，業務継続体制の確保，

感染者の周囲への一斉検査の実施等）を行う。 

 

⑶ ワクチン接種の円滑な実施 

○ ワクチン接種は，元の日常生活を早く取り戻すための有効な手段であり，集団免疫を獲

得するためには，一人でも多くの方が接種することが重要である。そのため，接種を希望

する方に対しては，円滑に接種ができるよう，県・市町・医療関係団体で連携して接種を

進める。 

○ 行政は，県民に対して，上記のようなワクチンの効果や副反応などの情報を周知すると

もに，一般相談から専門的な相談まで対応できる窓口を設置する。また，県民の接種機会

を確保するため，市町においては，ワクチンの接種体制を確保する。県はそれを補完する

形で，接種が円滑に実施できるよう市町や関係団体と連携して対応する。 

○ 事業者は，従業員等が円滑にワクチン接種できるよう休暇制度等を設けるなど環境を整

備する。 

 

４ 新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく協力要請 

 新型インフルエンザ等対策特別措置法第 24条第９項の規定に基づく協力要請については，

保健医療の負荷の状況，社会経済活動の状況，感染状況，流行している株の特性等を踏まえ

て，広島県対策本部長が別に定める。 

 

５ 施行期日 

 令和４年●月●日から施行する。  
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改正の履歴 

改正日 主な改正内容 

改正日：令和 ２年 ５月22日 ５月 31日まで，移動の自粛やイベント開催の制限等を要請 

改正日：令和 ２年 ５月26日 ５月 25日に緊急事態宣言が解除されたことに伴う改正 

改正日：令和 ２年 ５月29日 ６月 18日まで，移動の自粛やイベント開催の制限等を要請 

改正日：令和 ２年 ６月18日 
移動の自粛を解除し，７月９日までのイベント開催に係る人数上

限を一部緩和 

改正日：令和 ２年 ７月 ９日 ７月 31日までのイベント開催に係る人数上限を一部緩和 

改正日：令和 ２年 ７月31日 
飲食店におけるクラスター発生防止に向けた取り組みを記載し，

「広島積極ガード宣言」を対処方針に位置づけ 

改正日：令和 ２年 ８月31日 

警戒基準値を設定し，「広島コロナお知らせＱＲ」の活用・風邪

症状がある場合の早期の検査・「新型コロナ対策取組宣言店」制

度の推進に向けて取り組むことを記載 

改正日：令和 ２年 ９月15日 11月末までのイベント開催に係る人数上限や収容率要件を緩和 

改正日：令和 ２年11月30日 
冬場を迎えるにあたり，感染防止策の徹底や体調不良時の早期受

診の呼び掛けなどを記載 

改正日：令和 ３年 ２月17日 

令和２年 12 月 12 日からの集中対策の終了を踏まえ，季節の行

事等における注意点，飲食店の感染防止対策の取組と支援などを

追記 

改正日：令和 ３年 ７月 ８日 

令和３年５月８日からの集中対策の終了を踏まえ，ワクチン接種

の円滑な実施などを追記，その他，別紙１ステージ判断指標等の

変更，イベントの開催条件を別に定める整理 

改正日：令和 ３年10月11日 

令和３年７月 31日からの早期集中対策など一連の対策の終了を

踏まえ，第三者認証制度の普及と認証取得店の拡大に関する事項

の整理など 

改正日：令和 ３年12月 １日 
国の基本的対処方針の変更（令和３年 11月 19日）を踏まえ， 

レベル分類による主な対応（別紙１）を整理 

改正日：令和 ４年 ●月 ●日 

国の基本的対処方針の変更（令和４年 11月 25日）等を踏まえ， 

オミクロン株の特性に対応した内容に改正，新レベル分類と対策

（別紙１）を整理 
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者
発
生
と
相
ま
っ
て
，
入
院
医
療
が
ひ
っ
迫

 

・
入
院
で
き
ず
に
自
宅
療
養
中
，
施
設
療
養
中
に
死
亡
す
る
者
が
多
数
発
生

 

・
通
常
医
療
を
大
き
く
制
限
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態

 

 
指
標

 
病
床
使
用
率
（
最
大
確
保
病
床
ベ
ー

ス
，
以
下
同
じ
。）
：
概
ね

0
～

3
0
％

 
病
床
使
用
率
：
概
ね

3
0
～

5
0
％

 
病
床
使
用
率
：
概
ね

5
0
％
以
上

 
重
症
病
床
使
用
率
：
概
ね

5
0
％
以
上

 
病
床
使
用
率
：
概
ね

8
0
％
超

 
重
症
病
床
使
用
率
：
概
ね

8
0
％
超

 

社
会
経
済
活
動
の

 
状
況

 
 

・
職
場
で
欠
勤
者
が
増
加
し
始
め
，
業
務
継
続

に
支
障
が
生
じ
る
事
業
者
が
出
始
め
る

 
・
職
場
で
欠
勤
者
が
多
数
発
生
し
，
業
務
継
続
が
困
難

に
な
る
事
業
者
が
多
数
発
生

 
・
欠
勤
者
が
膨
大
な
数
に
な
り
，
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
に
も
支
障
が
生
じ
る
可

能
性

 

感
染
状
況

 
・
感
染
者
は
低
位
で
推
移
し
て
い
る
，

ま
た
は
徐
々
に
増
加
し
て
い
る
状

態
 

・
感
染
者
が
急
速
に
増
え
始
め
る
，
ま
た
は
増

加
が
継
続

 
・
医
療
の
負
荷
を
増
大
さ
せ
る
よ
う
な
数
の
感
染
者
が

発
生

 
・
第
７
波
で
最
も
人
口
当
た
り
の
新
規
感
染
者
が
多
か
っ
た
地
域
と
同
規
模
の
感

染
が
起
き
た
場
合
を
超
え
る
膨
大
な
数
の
感
染
者
が
発
生

 

※
 レ

ベ
ル
判
断
に
当
た
っ
て
は
，
設
定
し
た
指
標
が
目
安
を
超
え
た
場
合
に
機
械
的
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
，
必
要
に
応
じ
て
本
県
の
実
情
等
を
把
握
し
て
い
る
専
門
家
等
の
意
見
も
参
考
に
し
つ
つ
，
総
合
的
に
判
断
す
る
。

 
 【
対
策
内
容
】

 

区
分

 
レ
ベ
ル
１

 
感
染
小
康
期

 
レ
ベ
ル
２

 
感
染
拡
大
初
期

 
レ
ベ
ル
３

 
医
療
負
荷
増
大
期

 
レ
ベ
ル
４
（
避
け
た
い
レ
ベ
ル
）

 
医
療
機
能
不
全
期

 

➀
 医

療
体
制
の

 
機
能
維
持
･確

保
 

 
ア

 
陽
性
者
登
録
セ
ン
タ
ー
等
の
体
制
の
整
備

 

イ
 
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
等
へ
の
協
力
要

請
（
病
床
確
保
，
外
来
医
療
体
制
等
）

 

ウ
 
同
時
流
行
へ
の
備
え
を
呼
び
か
け
（
検
査

キ
ッ
ト
や
解
熱
鎮
痛
薬
の
備
蓄
等
）

 

   

別
紙
１

-②
に
記
載

 

ア
 
保
健
医
療
の
対
応
が
限
界
を
超
え
た
状
態
で
あ
る
こ
と
を
周
知
し
，
理
解
を

求
め
る

 

イ
 
災
害
医
療
的
な
対
応
と
し
て
，
国
・
他
の
都
道
府
県
か
ら
の
医
療
人
材
の
派

遣
等
の
要
請
を
行
う

 

②
 感

染
拡
大
防
止

 
措
置

 
ア

 
基
本
的
感
染
対
策
の
徹
底

 

イ
 
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

 

エ
 
基
本
的
感
染
対
策
の
徹
底

 

オ
 
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進

 

カ
 
医
療
機
関
，
高
齢
者
施
設
，
学
校
等
に
お

け
る
有
効
な
感
染
対
策

（
＊

1
）
に
基
づ
く
対
応

を
促
す

 

  
 

③
 業

務
継
続
体
制

 
の
確
保

 
 

キ
 
各
業
界
に
業
務
継
続
体
制
の
点
検
・
確
保

を
呼
び
か
け

 
 

ウ
 
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

(電
気
，
ガ
ス
，
水
道

)，
食
料
品
，
医
薬
品
，
物
流
等
の
供
給

確
保

 

※
 
上
記
の
対
策
，
要
請
・
呼
び
か
け
は
例
示
で
あ
り
，
実
際
の
対
策
は
，
保
健
医
療
の
負
荷
の
状
況
，
社
会
経
済
活
動
の
状
況
及
び
感
染
状
況
に
関
す
る
事
象
等
を
十
分
に
勘
案
し
，
総
合
的
に
検
討
・
実
施
す
る
。

 

（
＊
１
）
令
和
４
年

1
0
月

1
3
日
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
分
科
会
提
言
の
対
策
を
い
う
。

 

▶ 
医
療
体
制
と
社
会
経
済
の
機
能
不
全
に
対
処
す
る
た
め
，
社
会
の

感
染
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
こ
と
が
必
要
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 医
療
ひ
っ
迫
防
止
対
策
強
化
宣
言

  

 
令
和
４
年
夏
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
同
程
度
の
感
染
力
・
病
原
性
の
変
異
株
を
中
心
と
し
感
染
拡
大
に
よ
り
，
外
来
医
療
含
め
た
保
健
医
療
の
負
荷
が
相
当
程
度
増
大
し
，
社
会
経
済
活
動
に
も
支
障
が
生
じ
て
い
る
段
階
（「

レ
ベ
ル

３
 
医
療
負
荷
増
大
期
」）

に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
，
本
県
の
実
情
に
応
じ
て
，
県
が
「
医
療
ひ
っ
迫
防
止
対
策
強
化
宣
言
」
を
行
い
，
県
民
及
び
事
業
者
等
に
対
し
て
，
➀
医
療
体
制
の
機
能
維
持
・
確
保
，
②
感
染
拡
大
防

止
措
置
，
③
業
務
継
続
体
制
の
確
保
等
に
係
る
協
力
要
請
・
呼
び
か
け
を
実
施
す
る
。

 

 医
療
非
常
事
態
宣
言

  

 「
レ
ベ
ル
３

 
医
療
負
荷
増
大
期
」
に
お
い
て
，
感
染
拡
大
の
ス
ピ
ー
ド
が
急
激
な
場
合
や
，
上
記
の
「
医
療
ひ
っ
迫
防
止
対
策
強
化
宣
言
」
に
基
づ
く
対
策
を
講
じ
て
も
感
染
拡
大
が
続
き
，
医
療
が
機
能
不
全
の
状
態
に
な
り
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
に
も
支
障
が
生
じ
る
段
階
（「

レ
ベ
ル
４

 
医
療
機
能
不
全
期
」）

に
な
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
に
，
本
県
の
実
情
に
応
じ
て
，
県
が
「
医
療
非
常
事
態
宣
言
」
を
行
い
，
県
民
及
び
事
業
者
に
対
し
て
，
人
と
の

接
触
機
会
の
低
減
に
つ
い
て
，
よ
り
強
力
な
要
請
・
呼
び
か
け
を
行
う
。

 

※
「
医
療
ひ
っ
迫
防
止
対
策
強
化
宣
言
」
及
び
「
医
療
非
常
事
態
宣
言
」
の
発
令
に
当
た
っ
て
は
，「

レ
ベ
ル
３

 
医
療
負
荷
増
大
期
」
に
機
械
的
に
実
施
す
る
の
で
は
な
く
，
保
健
医
療
の
負
荷
の
状
況
，
社
会
経
済
活
動
の
状
況

 
及
び
感
染
状
況
に
関
す
る
事
象
等
を
十
分
に
勘
案
し
，
実
施
を
判
断
す
る
。
ま
た
，
一
部
地
域
に
限
る
こ
と
や
別
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
得
る
。

 

区
分

 
レ
ベ
ル
３

 
医
療
負
荷
増
大
期

 

 医
療
ひ
っ
迫
防
止
対
策
強
化
宣
言

  
 医

療
非
常
事
態
宣
言

  

➀
 医

療
体
制
の

 
機
能
維
持
･確

保
 

ア
 
重
症
化
リ
ス
ク
が
低
い
人
は
，
発
熱
外
来
を
受
診
す
る
前
に
，
自
宅
で
検
査
キ
ッ
ト
に
よ
る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
，
陽
性
の
場
合
は
陽
性

者
登
録
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る

 
 
な
お
，
症
状
が
重
い
と
感
じ
る
等
の
場
合
に
は
，
速
や
か
な
受
診
を
検
討
す
る

 

イ
 
救
急
外
来
及
び
救
急
車
の
利
用
は
，
真
に
必
要
な
場
合
に
限
る
こ
と
と
し
，
専
門

W
E
B
サ
イ
ト
や
電
話
相
談
窓
口
を
利
用
す
る

 

ウ
 
必
要
に
応
じ
て
，
病
床
確
保
等
に
関
す
る
医
療
機
関
へ
の
協
力
要
請
（
感
染
症
法
第

 1
6
 条

の
２
等
）
を
行
う

 

エ
 
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
医
療
従
事
者
が
待
機
期
間
中
で
あ
っ
て
も
抗
原
定
性
検
査
を
行
い
医
療
に
従
事
で
き
る
よ
う
，
医
療
機
関
に
お
い
て

は
可
能
な
限
り
対
応
す
る

 

 

②
 感

染
拡
大
防
止

 
措
置

 

【
情
報
発
信
の
強
化
】

 

オ
 
県
民
に
対
し
，
感
染
拡
大
の
状
況
，
医
療
の
負
荷
の
状
況
を
丁
寧
に
伝
え
る
と
と
も
に
，
感
染
拡
大
防
止
，
医
療
負
荷
軽
減
の
協
力
を
呼
び
か

け
る

 

【
県
民
・
事
業
者
に
対
す
る
協
力
要
請
又
は
呼
び
か
け
】

 

 
原
則
と
し
て
，
飲
食
店
や
施
設
の
時
短
・
休
業
は
要
請
し
な
い
，
ま

た
学
校
の
授
業
は
継
続

 

ア
 
外
出
・
移
動
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
限
る
こ
と
を
要
請
（
出
勤

大
幅
抑
制
，
帰
省
・
旅
行
の
自
粛
も
要
請
）

 

イ
 
イ
ベ
ン
ト
の
延
期
等
の
慎
重
な
対
応
を
要
請

 

ウ
 
部
活
動
の
大
会
や
学
校
行
事
等
に
は
開
催
方
式
の
変
更
等
を
含

め
慎
重
な
対
応
を
要
請

 

【
県
民
へ
の
協
力
要
請
又
は
呼
び
か
け
】

 

カ
 
基
本
的
な
感
染
対
策
の
再
徹
底
（「

三
つ
の
密
」
の
回
避
，
手
洗
い
等
の
手
指
衛
生
，
効
果
的
な
換
気
等
）

 

キ
 
感
染
者
と
の
接
触
が
あ
っ
た
者
は
早
期
に
検
査
を
行
う

 
 
高
齢
者
施
設
等
の
利
用
者
に
対
し
て
一
時
帰
宅
時
等
の
節
目
で
の
検
査
を
行
う

 

ク
 
混
雑
し
た
場
所
や
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
へ
の
外
出
な
ど
，
感
染
拡
大
に
つ
な
が
る
行
動
を
控
え
る

 
 
特
に
，
大
人
数
の
会
食
や
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
見
合
わ
せ
る
こ
と
も
含
め
て
慎
重
に
検
討
判
断
す
る

 
 
学
校
や
部
活
動
，
習
い
事
・
学
習
塾
，
友
人
と
の
集
ま
り
で
の
感
染
に
特
に
気
を
つ
け
る

 

ケ
 
飲
食
店
で
の
大
声
や
長
時
間
の
利
用
の
回
避
，
会
話
す
る
際
の
マ
ス
ク
着
用

 

コ
 
普
段
と
異
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
に
は
，
外
出
，
出
勤
，
登
校
・
登
園
等
を
控
え
る
こ
と
を
再
度
，
徹
底
す
る

 

【
事
業
者
へ
の
協
力
要
請
又
は
呼
び
か
け
】

 

サ
 
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
等
の
更
な
る
推
進

 

シ
 
人
が
集
ま
る
場
所
で
の
感
染
対
策
の
再
徹
底
（
従
業
員
へ
の
検
査
の
勧
奨
，
適
切
な
換
気
，
手
指
消
毒
設
備
の
設
置
，
入
場
者
の
整
理
・
誘
導
，

発
熱
者
等
の
入
場
禁
止
，
入
場
者
の
マ
ス
ク
の
着
用
等
の
周
知
）

 

ス
 
飲
食
店
に
お
い
て
十
分
な
換
気
や
，
座
席
の
間
隔
の
確
保
又
は
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
設
置
等
を
行
う

 

③
 業

務
継
続
体
制

 
の
確
保

 

セ
 
多
数
の
欠
勤
者
を
前
提
と
し
た
業
務
継
続
体
制
の
確
保
を
促
す

 

ソ
 
一
時
的
に
業
務
が
実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
や
そ
の
時
の
対
応
に
つ
い
て
，
事
前
に
，
住
民
や
取
引
先
や
顧
客
等
に
示
す
こ
と
を
促
す

 

タ
 
濃
厚
接
触
者
で
な
い
接
触
者
に
対
す
る
出
勤
停
止
を
要
請
し
な
い
こ
と
を
周
知
す
る

 

 

※
 上

記
の
対
策
，
要
請
・
呼
び
か
け
は
例
示
で
あ
り
，
実
際
の
対
策
等
は
，
保
健
医
療
の
負
荷
の
状
況
，
社
会
経
済
活
動
の
状
況
及
び
感
染
状
況
に
関
す
る
事
象
等
を
十
分
に
勘
案
し
，
総
合
的
に
検
討
・
実
施
す
る
。
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